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氏 名

付 託

委員会

２－４
令和２年

１１月２０日

木津川市の子どもた

ちのためにゆきとど

いた教育条件と子育

て環境を求める請願

今、子どもたちと教職員を取り巻く教育環境はます
ます厳しさを増しています。新型コロナウイルスの感
染拡大による突然の、長期にわたる休校は、子どもた
ちや学校現場と保護者にはかり知れない影響を与えて
います。子どもたちは、学校で友達や先生と話したり、
遊んだり、勉強したりできない生活が３ヶ月も続き、
かつてない不安や心身のストレスをためこんでいま
す。
学校再開後に不調をきたす子どもも増えています
が、学校では「遅れを取り戻す」という名の下で詰込
みを危惧せざるを得ないような授業が行われたりもし
ています。長い休校後で再開した学校生活に子どもが
適応していくためや、休校期間中の学習の遅れや格差
に対応していくためには、一人ひとりの子どもの心身
に寄り添う手厚い教育が必要です。
また、感染拡大による経済の停滞のため、職を失っ
たり、収入が激減した保護者もあり、子どもたちの家
庭環境の悪化が心配されています。保護者の教育費負
担軽減への一層の手立てが求められています。さらに、
近年頻発する自然災害や猛暑を考えたとき、これまで
のような体育館施設で良しとするのかも問われていま
す。
コロナ禍によって明らかになった不十分な教育条件
を改善していくことが必要です。すべての子どもが安
心して学ぶことができ、ゆきとどいた教育を受けるこ
とができるよう請願します。

① 国に対して、小中すべての学年で２０人程度の学級
編成が可能になるような教員定数の改善を強く求め
てください。
② 学校の体育館・講堂は、体育の授業・学校行事のほ
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か、社会教育・地域の避難場所として使われています。
誰もが安全安心に過ごせるように、体育館・講堂にエ
アコンを入れてください。
③ 新型コロナウイルス感染拡大の影響で、家計がひっ
迫する世帯が増えています。保護者の経済的負担を軽
減するため、給食費の補助をしてください。
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核兵器禁止条約の１

月発効の決定に際し、

被爆国としての役割

を今こそ果たすこと

を国に求める請願書

１０月２４日、中米ホンジュラスが核兵器禁止条約

（以下、本条約という）を批准し、発効要件である５

０カ国の批准の要件が満たされました。その結果、本

条約は９０日後の来年１月２２日に、発効すなわち国

際条約の法的な効力を持つことが確定しました。

そもそも２０１７年７月７日に採択された本条約

は、国連加盟国の６割を超える１２２か国の賛成によ

り採択され、多くの国が核兵器廃絶に向けて明確な決

意を表明したものであります。署名開始から３年を経

て発効要件に達したこと、広島・長崎の原爆投下から

７５年の節目の今年、「核兵器の非人道的で違法」なこ

とが国際的に認定されたことは、唯一の戦争被爆国日

本にとって、さらには広島・長崎被爆者の長年の思い

がようやくつながり、核軍縮への新たなページが開か

れたこととなります。

そこで、今こそ日本としての役割、貢献が重要にな

ってきます。本条約発効から１年以内に、条約の締約

国会議が開かれ、運用などについて検討されていくこ

ととなっています。会議には条約に加盟していない国

やNGOなどもオブザーバーとして参加できます。日
本による本条約へのオブザーバー参加を真剣に取り組
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むことが日本として価値ある役割であり、世界に向け

て貴重かつ重要な存在として受け入れられると思われ

るからです。

唯一の戦争被爆国としての日本のふるまいが国際的

に注目を集めていることはいうまでもありません。日

本が締約国会議や検討会議に参加し、核廃絶の議論に

耳を澄ませ、核に依存しない国々の思いや声を拾い上

げ、そしてそれを核の傘に依存する国々へ伝える、相

互架け橋の役割を今こそ進めるべきです。それが国際

社会から求められる役割であり、被爆者たちの願いに

応えることにもなります。

非核・平和都市宣言を高らかに掲げている木津川市

です。ぜひとも木津川市議会として全会一致で国に対

してその思いをお伝えいただきたく、以下請願します。

請願事項

核兵器禁止条約、１月発効の決定に際し、被爆国と

しての役割を今こそ果たすことを求め、国に対して意

見書を提出すること。


